
(57)【要約】

【課題】吸引物が外部に漏れるおそれがない内視鏡の吸

引制御装置を提供する。

【解決手段】筒体１５に，内視鏡の先端部に接続される

先端部側吸引孔２１，吸引源に接続される吸引側吸引孔

２６，リーク孔２８を開口させた。さらに，リーク孔２

８と吸引側吸引孔２６と連通させるリーク用流通路４５

を設けた。筒体１５内で昇降する移動体１６には栓部４

１を設けた。移動体１６は，栓部４１によって先端部側

吸引孔２１を閉塞しつつリーク孔２８とリーク用流通路

４５を連通させる待機位置Ｐ１と，栓部４１を先端部側

吸引孔２１から離して先端部側吸引孔２１と吸引側吸引

孔２６を連通させ，リーク孔２８とリーク用流通路４５

は連通させない吸引位置とに移動可能である。そして待

機位置Ｐ１と吸引位置との間では，先端部側吸引孔２１

を閉塞し，リーク孔２８とリーク用流通路４５を連通さ

せないようにした。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
筒 体 と ， 前 記 筒 体 の 内 側 で 昇 降 す る 移 動 体 と を 備 え ，
　 前 記 筒 体 の 内 面 に ， 内 視 鏡 の 先 端 部 に 接 続 さ れ る 先 端 部 側 吸 引 孔 と ， 吸 引 源 に 接 続 さ れ
る 吸 引 側 吸 引 孔 と を 開 口 さ せ ，
　 前 記 移 動 体 は ， 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 を 前 記 吸 引 側 吸 引 孔 に 連 通 さ せ ず ， か つ ， 前 記 吸 引
側 吸 引 孔 を 外 気 に 連 通 さ せ る 待 機 位 置 と ， 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 を 前 記 吸 引 側 吸 引 孔 に 連 通
さ せ ， か つ ， 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 と 前 記 吸 引 側 吸 引 孔 と を 外 気 に 連 通 さ せ な い 吸 引 位 置 と
， に 移 動 可 能 で あ り ，
　 前 記 待 機 位 置 と 前 記 吸 引 位 置 と の 間 に お い て ， 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 ， 前 記 吸 引 側 吸 引 孔
及 び 外 気 を 互 い に 連 通 さ せ な い 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る ， 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 移 動 体 に ， 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 を 開 閉 す る 栓 部 を 設 け ，
　 前 記 移 動 体 が 前 記 待 機 位 置 に あ る と き ， 及 び ， 前 記 待 機 位 置 と 前 記 吸 引 位 置 と の 間 に あ
る と き ， 前 記 栓 部 に よ っ て 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 を 閉 塞 し ，
　 前 記 移 動 体 が 前 記 吸 引 位 置 に あ る と き は ， 前 記 栓 部 を 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 か ら 離 す こ と
に よ り ， 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 を 開 口 さ せ る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ に 記 載
の 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
筒 体 と ， 前 記 筒 体 の 内 側 で 昇 降 す る 移 動 体 と を 備 え ，
　 前 記 筒 体 の 内 面 に ， 内 視 鏡 の 先 端 部 に 接 続 さ れ る 先 端 部 側 吸 引 孔 と ， 吸 引 源 に 接 続 さ れ
る 吸 引 側 吸 引 孔 と を 開 口 さ せ ，
　 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 を 開 閉 さ せ る 弁 部 を 設 け ，
　 前 記 移 動 体 は ， 前 記 弁 部 を 開 口 さ せ ず ， か つ ， 前 記 吸 引 側 吸 引 孔 を 外 気 に 連 通 さ せ る 待
機 位 置 と ， 前 記 弁 部 を 開 口 さ せ ， か つ ， 前 記 吸 引 側 吸 引 孔 を 外 気 に 連 通 さ せ な い 吸 引 位 置
と ， に 移 動 可 能 で あ り ，
　 前 記 待 機 位 置 と 前 記 吸 引 位 置 と の 間 に お い て ， 前 記 弁 部 を 開 口 さ せ ず ， か つ ， 前 記 吸 引
側 吸 引 孔 を 外 気 に 連 通 さ せ な い 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る ， 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 筒 体 に リ ー ク 孔 を 開 口 さ せ ，
　 前 記 移 動 体 に ， 前 記 リ ー ク 孔 と 前 記 吸 引 側 吸 引 孔 と を 連 通 さ せ る リ ー ク 用 流 通 路 を 設 け
，
　 前 記 移 動 体 が 前 記 待 機 位 置 に あ る と き は ， 前 記 リ ー ク 孔 と 前 記 リ ー ク 用 流 通 路 と を 連 通
さ せ ， 前 記 移 動 体 が 前 記 待 機 位 置 と 前 記 吸 引 位 置 と の 間 に あ る と き ， 及 び ， 前 記 移 動 体 が
前 記 吸 引 位 置 に あ る と き ， 前 記 リ ー ク 孔 と 前 記 リ ー ク 用 流 通 路 と を 連 通 さ せ な い 構 成 と し
た こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ ， ２ 又 は ３ に 記 載 の 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， 内 視 鏡 に お い て 先 端 部 か ら 吸 引 を 行 う 吸 引 路 の 開 閉 操 作 を 行 う た め の 吸 引 制
御 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 内 視 鏡 に は 吸 引 制 御 装 置 が 設 け ら れ て お り ， 吸 引 制 御 装 置 を 操 作 す る こ と に よ り
， 内 視 鏡 内 に 設 け た 吸 引 路 を 吸 引 ポ ン プ な ど の 吸 引 源 に 接 続 さ せ ， 体 腔 内 の 体 液 等 の 吸 引
物 を 先 端 部 か ら 吸 引 し て ， 体 腔 外 に 排 出 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 ， 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 と し て ， 内 視 鏡 の 操 作 部 に 設 け ら れ ， 内 視 鏡 内 に 設 け た 先
端 部 側 吸 引 路 と 吸 引 ポ ン プ に 接 続 さ せ た 吸 引 側 吸 引 路 と を 接 続 し た 筒 体 と ， 筒 体 の 内 側 に
設 け た 操 作 部 材 と ， 弾 性 を 有 す る カ バ ー な ど の 付 勢 部 材 と に よ っ て 構 成 さ れ た も の が 提 案

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-81756 A 2006.3.30



さ れ て い る （ 例 え ば ， 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 こ の 吸 引 制 御 装 置 に お い て は ， 待 機 状 態 で は
先 端 部 側 吸 引 路 が 閉 塞 さ れ ， カ バ ー な ど に 形 成 し た リ ー ク 孔 と 吸 引 側 吸 引 路 と が 筒 体 を 介
し て 連 通 す る よ う に な っ て お り ， 操 作 部 材 を 押 し 込 ん で 吸 引 状 態 に す る と ， 先 端 部 側 吸 引
路 と 吸 引 側 吸 引 路 と が 筒 体 を 介 し て 連 通 す る と と も に ， リ ー ク 孔 が 閉 塞 さ れ る よ う に な っ
て い る 。 ま た ， 吸 引 路 か ら リ ー ク 路 を 分 岐 さ せ ， 吸 引 路 と リ ー ク 路 に ピ ン チ バ ル ブ 式 の 弁
を 備 え た 構 成 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば ， 特 許 文 献 ２ ， ３ 参 照 。 ） 。 こ れ ら の 吸 引 制 御 装
置 に お い て は ， 待 機 状 態 で は 吸 引 路 を 閉 じ て リ ー ク 路 を 開 き ， 吸 引 状 態 で は 吸 引 路 を 開 い
て リ ー ク 路 を 閉 じ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ １ ８ ７ １ ０ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － １ ２ ４ １ ０ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ８ － ５ ４ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら ， 特 許 第 ３ １ ８ ７ １ ０ ２ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 吸 引 制 御 装 置 に あ っ て は ， 吸
引 状 態 に す る 途 中 で ， 先 端 部 側 吸 引 路 と リ ー ク 孔 が 連 通 し た 状 態 に な る の で ， 吸 引 物 が リ
ー ク 孔 か ら 外 部 に 漏 れ る 危 険 を 完 全 に 無 く す こ と は で き な か っ た 。 ま た ， 特 開 平 ７ － １ ２
４ １ ０ ５ 号 公 報 ， 特 開 平 ８ － ５ ４ ９ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 吸 引 制 御 装 置 で は ， 吸 引 路 を 開 く
と 同 時 に リ ー ク 路 を 閉 じ る こ と が 可 能 で あ り ， 吸 引 物 が リ ー ク 路 か ら 外 部 に 漏 れ る こ と を
防 止 で き る が ， 吸 引 物 が 内 部 を 通 る よ う に 構 成 さ れ た 一 般 的 な デ ィ ス ポ ー サ ブ ル 式 の 吸 引
制 御 装 置 に 適 用 で き な い 問 題 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は ， 吸 引 物 が 外 部 に 漏 れ る お そ れ が な い 吸 引 制 御 装 置 を 提 供 す る こ と に あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め ， 本 発 明 に よ れ ば ， 筒 体 と ， 前 記 筒 体 の 内 側 で 昇 降 す る 移 動 体
と を 備 え ， 前 記 筒 体 の 内 面 に ， 内 視 鏡 の 先 端 部 に 接 続 さ れ る 先 端 部 側 吸 引 孔 と ， 吸 引 源 に
接 続 さ れ る 吸 引 側 吸 引 孔 と を 開 口 さ せ ， 前 記 移 動 体 は ， 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 を 前 記 吸 引 側
吸 引 孔 に 連 通 さ せ ず ， か つ ， 前 記 吸 引 側 吸 引 孔 を 外 気 に 連 通 さ せ る 待 機 位 置 と ， 前 記 先 端
部 側 吸 引 孔 を 前 記 吸 引 側 吸 引 孔 に 連 通 さ せ ， か つ ， 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 と 前 記 吸 引 側 吸 引
孔 と を 外 気 に 連 通 さ せ な い 吸 引 位 置 と ， に 移 動 可 能 で あ り ， 前 記 待 機 位 置 と 前 記 吸 引 位 置
と の 間 に お い て は ， 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 ， 前 記 吸 引 側 吸 引 孔 及 び 外 気 を 互 い に 連 通 さ せ な
い 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る ， 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 が 提 供 さ れ る 。 こ の 吸 引 装 置 に あ
っ て は ， 前 記 移 動 体 に ， 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 を 開 閉 す る 栓 部 を 設 け ， 前 記 移 動 体 が 前 記 待
機 位 置 に あ る と き ， 及 び ， 前 記 待 機 位 置 と 前 記 吸 引 位 置 と の 間 に あ る と き ， 前 記 栓 部 に よ
っ て 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 を 閉 塞 し ， 前 記 移 動 体 が 前 記 吸 引 位 置 に あ る と き は ， 前 記 栓 部 を
前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 か ら 離 す こ と に よ り ， 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 を 開 口 さ せ る 構 成 と し て も
良 い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た ， 本 発 明 に よ れ ば ， 筒 体 と ， 前 記 筒 体 の 内 側 で 昇 降 す る 移 動 体 と を 備 え ， 前 記 筒 体
の 内 面 に ， 内 視 鏡 の 先 端 部 に 接 続 さ れ る 先 端 部 側 吸 引 孔 と ， 吸 引 源 に 接 続 さ れ る 吸 引 側 吸
引 孔 と を 開 口 さ せ ， 前 記 先 端 部 側 吸 引 孔 を 開 閉 さ せ る 弁 部 を 設 け ， 前 記 移 動 体 は ， 前 記 弁
部 を 開 口 さ せ ず ， か つ ， 前 記 吸 引 側 吸 引 孔 を 外 気 に 連 通 さ せ る 待 機 位 置 と ， 前 記 弁 部 を 開
口 さ せ ， か つ ， 前 記 吸 引 側 吸 引 孔 を 外 気 に 連 通 さ せ な い 吸 引 位 置 と ， に 移 動 可 能 で あ り ，
前 記 待 機 位 置 と 前 記 吸 引 位 置 と の 間 に お い て ， 前 記 弁 部 を 開 口 さ せ ず ， か つ ， 前 記 吸 引 側
吸 引 孔 を 外 気 に 連 通 さ せ な い 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る ， 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 が 提 供
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 な お ， 前 記 筒 体 に リ ー ク 孔 を 開 口 さ せ ， 前 記 移 動 体 に ， 前 記 リ ー ク 孔 と 前 記 吸 引 側 吸 引
孔 と を 連 通 さ せ る リ ー ク 用 流 通 路 を 設 け ， 前 記 移 動 体 が 前 記 待 機 位 置 に あ る と き は ， 前 記
リ ー ク 孔 と 前 記 リ ー ク 用 流 通 路 と を 連 通 さ せ ， 前 記 移 動 体 が 前 記 待 機 位 置 と 前 記 吸 引 位 置
と の 間 に あ る と き ， 及 び ， 前 記 移 動 体 が 前 記 吸 引 位 置 に あ る と き ， 前 記 リ ー ク 孔 と 前 記 リ
ー ク 用 流 通 路 と を 連 通 さ せ な い 構 成 と し て も 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば ， 待 機 状 態 か ら 吸 引 状 態 に す る と き ， 先 端 部 側 吸 引 孔 を 吸 引 側 吸 引 孔 と
連 通 さ せ て 吸 引 を 開 始 す る 前 に ， 先 端 部 側 吸 引 孔 及 び 吸 引 側 吸 引 孔 を 外 気 か ら 遮 断 す る こ
と が で き る 。 ま た ， 吸 引 状 態 か ら 待 機 状 態 に す る と き ， 吸 引 側 吸 引 孔 を 外 気 と 連 通 さ せ る
前 に ， 先 端 部 側 吸 引 孔 を 吸 引 側 吸 引 孔 か ら 遮 断 し て 吸 引 を 停 止 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ
て ， 先 端 部 側 吸 引 孔 か ら 吸 引 さ れ た 吸 引 物 が リ ー ク 孔 な ど か ら 外 部 に 漏 れ る お そ れ が な く
， 術 者 や 被 験 者 に 吸 引 物 が 付 着 す る こ と な く 清 潔 な 状 態 で 使 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 ， 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 に し て 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ う に ，
内 視 鏡 １ は ， 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 性 を 有 す る 細 長 い 挿 入 部 ２ と ， 挿 入 部 ２ の 基 端 に 接
続 さ れ た 操 作 部 ３ と を 備 え て い る 。 操 作 部 ３ に は ， 各 種 の 外 部 装 置 の ケ ー ブ ル ， チ ュ ー ブ
類 等 が 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 部 ４ が ， コ ー ド 部 ５ を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た ， 図 示 は し な い が ， 挿 入 部 ２ の 先 端 部 に は ， 観 察 対 象 物 を 照 明 す る 照 明 光 を 照 射 す
る た め の 照 明 窓 ， 観 察 対 象 物 か ら の 反 射 光 を 取 入 れ る 撮 像 窓 ， 体 腔 内 に 向 か っ て 液 体 や 色
素 等 の 様 々 な 処 理 流 体 を 噴 射 す る 処 理 流 体 供 給 口 ， 体 腔 内 の 体 液 や 汚 物 等 を 吸 引 す る 吸 引
口 な ど が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 挿 入 部 ２ 内 に は ， 吸 引 管 ７ が 通 し て 設 け ら れ て い る 。 吸 引 管 ７ の 先 端 は ， 挿 入 部 ２ の 先
端 部 に 設 け ら れ た 吸 引 口 に 接 続 さ れ て い る 。 吸 引 管 ７ の 基 端 は ， 操 作 部 ３ に 開 口 さ れ た 取
付 穴 ８ に 接 続 さ れ て い る 。 取 付 穴 ８ に は ， 本 発 明 に か か る 吸 引 制 御 装 置 １ ０ が 着 脱 自 在 に
取 り 付 け ら れ る 。 吸 引 制 御 装 置 １ ０ に は ， 口 金 部 １ １ が 操 作 部 ３ の 外 部 に 延 出 さ れ る よ う
に 設 け ら れ て い る 。 口 金 部 １ １ の 先 端 に は ， 吸 引 源 と し て の 吸 引 ポ ン プ １ ２ に 接 続 さ れ た
吸 引 チ ュ ー ブ １ ３ が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に ， 本 発 明 に か か る 吸 引 制 御 装 置 １ ０ は ， 取 付 穴 ８ の 内 側 に 挿 入 さ れ る
筒 体 １ ５ と ， 筒 体 １ ５ の 内 側 で 昇 降 可 能 な 移 動 体 １ ６ と を 備 え て い る 。 図 ２ に お い て 筒 体
１ ５ の 上 部 は 取 付 穴 ８ の 上 端 部 よ り 上 方 に 突 出 し た 状 態 で 配 置 さ れ ， 取 付 穴 ８ よ り 上 方 に
お い て 筒 体 １ ５ の 外 側 面 に ， 口 金 部 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 吸 引 管 ７ の 端 部 は 取 付 穴 ８ の
下 端 部 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 筒 体 １ ５ の 下 端 部 に は ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ が 開 口 さ れ て い る 。 こ の 先 端 部 側 吸 引 孔 ２
１ は ， 筒 体 １ ５ を 取 付 穴 ８ に 挿 入 す る こ と に よ り ， 筒 体 １ ５ の 下 端 部 と 取 付 穴 ８ の 下 端 部
と の 間 の 空 間 Ａ を 介 し て 吸 引 管 ７ に 連 通 す る よ う に な っ て お り ， 空 間 Ａ 及 び 吸 引 管 ７ を 介
し て 内 視 鏡 １ の 先 端 部 に 接 続 さ れ る 。 ま た ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ ， 空 間 Ａ 及 び 吸 引 管 ７ の
内 側 に よ っ て 先 端 部 側 吸 引 路 ２ ４ が 構 成 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 筒 体 １ ５ の 内 側 面 に は ， 吸 引 側 吸 引 孔 ２ ６ が 開 口 さ れ て い る 。 吸 引 側 吸 引 孔 ２ ６ は ， 口
金 部 １ １ を 介 し て 前 述 し た 吸 引 チ ュ ー ブ １ ３ （ 図 １ 参 照 ） に 連 通 し て お り ， 口 金 部 １ １ 及
び 吸 引 チ ュ ー ブ １ ３ を 介 し て 吸 引 ポ ン プ １ ２ （ 図 １ 参 照 ） に 接 続 さ れ て い る 。 ま た ， 吸 引
側 吸 引 孔 ２ ６ ， 口 金 部 １ １ の 内 側 ， 及 び ， 前 述 し た 吸 引 チ ュ ー ブ １ ３ （ 図 １ 参 照 ） の 内 側
に よ っ て 吸 引 側 吸 引 路 ２ ７ が 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に ， 筒 体 １ ５ の 内 側 面 に は ， 吸 引 側 吸
引 孔 ２ ６ よ り 上 方 に お い て ， リ ー ク 孔 ２ ８ が 開 口 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 移 動 体 １ ６ は ， 筒 体 １ ５ の 内 径 と ほ ぼ 同 じ 外 径 で 形 成 さ れ た 大 径 部 ３ １ と ， 筒 体 １ ５ の
内 径 よ り 小 さ な 外 径 で 形 成 さ れ た 小 径 部 ３ ２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 大 径 部 ３ １ は ， 外 側 面 を 筒 体 １ ５ の 内 側 面 に 接 触 さ せ た 状 態 で 配 置 さ れ て い る 。 大 径 部
３ １ の 上 端 部 は ， 筒 体 １ ５ の 上 端 部 よ り 上 方 に 突 出 し て い る 。 大 径 部 ３ １ の 上 端 部 に は ，
筒 体 １ ５ の 内 径 よ り 大 き な 外 径 で 形 成 さ れ た ボ タ ン 部 ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ボ タ ン 部 ３
３ の 下 面 と 筒 体 １ ５ の 上 面 と の 間 に は ， バ ネ な ど の 弾 性 部 材 ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 小 径 部 ３ ２ は ， 筒 体 １ ５ の 内 部 に お い て 大 径 部 ３ １ の 下 方 に 設 け ら れ ， 小 径 部 ３ ２ の 外
側 面 と 筒 体 １ ５ の 内 側 面 と の 間 に は ， 断 面 が 環 状 の 筒 状 空 間 Ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 吸 引 側
吸 引 孔 ２ ６ は ， こ の 筒 状 空 間 Ｂ に 向 か っ て 開 口 さ れ て い る 。 小 径 部 ３ ２ の 下 端 部 に は ， 先
端 部 側 吸 引 孔 ２ １ を 開 閉 す る 栓 部 ４ １ が 設 け ら れ て い る 。 栓 部 ４ １ は ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ２
１ の 内 径 と ほ ぼ 同 じ 外 径 で 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ の 下 方 に お い て
， 栓 部 ４ １ の 下 端 部 に は ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ の 内 径 よ り 大 き な 外 径 で 形 成 さ れ た 鍔 部 ４
２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 か か る 構 成 に お い て ， 通 常 の 待 機 状 態 で は 弾 性 部 材 ３ ５ が 圧 縮 さ れ て お り ， ボ タ ン 部 ３
３ に 対 し て 筒 体 １ ５ の 上 面 か ら 持 ち 上 げ る 向 き に 弾 性 力 が 加 え ら れ る 。 従 っ て ， 移 動 体 １
６ は 弾 性 部 材 ３ ５ の 弾 性 力 に よ り 筒 体 １ ５ に 対 し て 上 昇 す る 向 き に 付 勢 さ れ る 。 但 し ， 筒
体 １ ５ の 下 面 に お い て 鍔 部 ４ ２ が 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ の 周 囲 に 引 っ 掛 か る の で ， 栓 部 ４ １
が 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ 内 に 保 持 さ れ ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ が 閉 塞 さ れ る 。 こ う し て ， 移 動
体 １ ６ が 待 機 位 置 Ｐ １ に 保 持 さ れ て い る 。 そ し て ， 弾 性 部 材 ３ ５ の 弾 性 力 に 抗 し て ボ タ ン
部 ３ ３ を 押 し ， 移 動 体 １ ６ を 下 降 さ せ る こ と に よ り ， 栓 部 ４ １ が 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ か ら
離 れ て 先 端 部 吸 引 孔 ２ １ が 開 口 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た ， 移 動 体 １ ６ の 内 部 に は ， リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 リ ー ク 用 流 通 路
４ ５ の 一 端 部 ４ ５ ａ は ， 大 径 部 ３ １ の 外 側 面 に 開 口 さ れ ， リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ の 他 端 部 ４
５ ｂ は ， 小 径 部 ３ ２ の 外 側 面 に お い て 筒 状 空 間 Ｂ に 向 か っ て 開 口 さ れ て い る 。 端 部 ４ ５ ａ
は ， 移 動 体 １ ６ が 弾 性 部 材 ３ ５ の 弾 性 力 に よ り 待 機 位 置 Ｐ １ に 持 ち 上 げ ら れ て い る と き は
， リ ー ク 孔 ２ ８ の 内 側 に 一 致 し て 連 通 す る 。 従 っ て ， リ ー ク 孔 ２ ８ が リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５
及 び 筒 状 空 間 Ｂ を 介 し て 吸 引 側 吸 引 孔 ２ ６ と 連 通 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に ， 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 １ の 吸 引 制 御 装 置 １ ０ の 操 作 に つ い て 説 明 す る 。
先 ず ， 図 ２ に 示 す 待 機 状 態 で は ， 弾 性 部 材 ３ ５ の 弾 性 力 に よ り ， 移 動 体 １ ６ が 待 機 位 置 Ｐ
１ に 上 昇 さ せ ら れ た 状 態 に 維 持 さ れ て い る 。 こ の 状 態 で は ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ の 内 側 面
に 栓 部 ４ １ の 外 側 面 が 密 着 さ れ る と と も に ， 筒 体 １ ５ の 下 面 に お い て 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １
の 周 囲 に 鍔 部 ４ ２ が 密 着 さ れ る よ う に し て ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ が 閉 塞 さ れ て い る 。 従 っ
て ， 先 端 部 側 吸 引 路 ２ ４ が 筒 状 空 間 Ｂ ， 吸 引 側 吸 引 路 ２ ７ ， リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ ， リ ー ク
孔 ２ ８ ， 及 び ， リ ー ク 孔 ２ ８ の 外 側 の 外 気 と 連 通 し な い 状 態 に な っ て い る 。 ま た ， リ ー ク
用 流 通 路 ４ ５ の 端 部 ４ ５ ａ が リ ー ク 孔 ２ ８ の 内 側 に 一 致 す る よ う に 配 置 さ れ ， リ ー ク 孔 ２
８ と リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ が 連 通 し て い る 。 即 ち ， リ ー ク 孔 ２ ８ ， リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ ， 及
び ， 筒 状 空 間 Ｂ を 介 し て ， 吸 引 側 吸 引 孔 ２ ６ が 外 気 に 連 通 し た 状 態 に な っ て い る 。 ま た ，
吸 引 ポ ン プ １ ２ （ 図 １ 参 照 ） は 常 時 作 動 し て お り ， 吸 引 ポ ン プ １ ２ の 吸 引 力 に よ り ， 外 気
が リ ー ク 孔 ２ ８ か ら 流 入 し て ， リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ ， 筒 状 空 間 Ｂ ， 吸 引 側 吸 引 路 ２ ７ を 通
過 す る よ う に 吸 引 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 吸 引 ポ ン プ １ ２ の 吸 引 力 が リ ー ク さ れ て い る 。
先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ は 栓 部 ４ １ に よ っ て 閉 塞 さ れ て い る の で ， 先 端 部 側 吸 引 路 ２ ４ か ら の
吸 引 は 停 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 吸 引 を 行 お う と す る と き ， 術 者 は ， 手 指 に よ り ボ タ ン 部 ３ ３ を 押 圧 し ， 移 動 体 １ ６ を 押
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し 下 げ る よ う に す る 。 リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ の 端 部 ４ ５ ａ が リ ー ク 孔 ２ ８ に 対 し て 下 降 し は
じ め る と ， リ ー ク 孔 ２ ８ が 大 径 部 ３ １ の 外 側 面 に よ っ て ， リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ の 端 部 ４ ５
ａ が 筒 体 １ ５ の 内 側 面 に よ っ て そ れ ぞ れ 次 第 に 塞 が れ て い く 。 そ し て ， 図 ３ に 示 す よ う に
移 動 体 １ ６ を 待 機 位 置 Ｐ １ か ら 距 離 Ｌ １ だ け 押 し 下 げ る と ， リ ー ク 孔 ２ ８ が 大 径 部 ３ １ の
外 側 面 に よ っ て 完 全 に 閉 塞 さ れ る と と も に ， リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ の 端 部 ４ ５ ａ が 筒 体 １ ５
の 内 側 面 に よ っ て 完 全 に 閉 塞 さ れ る 。 従 っ て ， リ ー ク 孔 ２ ８ が リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ と 連 通
し な い 状 態 と な り ， 筒 状 空 間 Ｂ ’ 及 び 吸 引 側 吸 引 孔 ２ ６ か ら 遮 断 さ れ る の で ， リ ー ク 孔 ２
８ か ら の 外 気 の 流 入 が 停 止 さ れ る 。 ま た ， こ の よ う に 移 動 体 １ ６ が 下 降 す る 間 ， 鍔 部 ４ ２
は 筒 体 １ ５ の 下 面 か ら 離 隔 す る が ， 栓 部 ４ １ の 上 部 は 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ に 接 触 し な が ら
下 降 す る の で ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ は 未 だ 栓 部 ４ １ に よ っ て 閉 塞 さ れ て い る 。 従 っ て ， 先
端 部 側 吸 引 路 ２ ４ か ら の 吸 引 も 停 止 さ れ た ま ま に な っ て い る 。 こ う し て ， 移 動 体 １ ６ を 待
機 位 置 Ｐ １ か ら 下 降 さ せ る こ と に よ り ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ ， 吸 引 側 吸 引 孔 ２ ６ 及 び 外 気
を 互 い に 連 通 さ せ な い 状 態 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ボ タ ン 部 ３ ３ を さ ら に 押 し 下 げ ， 図 ４ に 示 す よ う に 移 動 体 １ ６ を 待 機 位 置 Ｐ １ か ら 距 離
Ｌ ２ （ Ｌ ２ ＞ Ｌ １ ） だ け 下 降 さ せ る と ， 移 動 体 １ ６ が 吸 引 位 置 Ｐ ２ に 移 動 す る 。 す る と ，
栓 部 ４ １ が 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ か ら 離 隔 し て 下 方 に 配 置 さ れ ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ が 開 口
さ れ る 。 即 ち ， 筒 状 空 間 Ｂ ” を 介 し て 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ と 吸 引 側 吸 引 孔 ２ ６ が 連 通 す る
。 従 っ て ， 吸 引 ポ ン プ １ ２ の 吸 引 力 に よ り ， 吸 引 物 が 先 端 部 の 吸 引 口 か ら 先 端 部 側 吸 引 路
２ ４ に 吸 引 さ れ る よ う に な る 。 吸 引 物 は ， 先 端 部 側 吸 引 路 ２ ４ ， 筒 状 空 間 Ｂ ” ， 吸 引 側 吸
引 路 ２ ７ を 通 過 し て ， 吸 引 ポ ン プ １ ２ 側 で 排 出 さ れ る 。 こ の と き ， リ ー ク 孔 ２ ８ は 先 端 部
側 吸 引 孔 ２ １ ， リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ ， 筒 状 空 間 Ｂ ” 及 び 吸 引 側 吸 引 孔 ２ ６ と 連 通 し て い な
い の で ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ 及 び 吸 引 側 吸 引 孔 ２ ６ は 外 気 と 連 通 し て お ら ず ， 先 端 部 側 吸
引 孔 ２ １ か ら 筒 状 空 間 Ｂ ” 内 に 吸 引 さ れ た 吸 引 物 が リ ー ク 孔 ２ ８ か ら 流 出 す る お そ れ は な
い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 吸 引 を 行 う 間 は ， ボ タ ン 部 ３ ３ を 押 し 続 け て 移 動 体 １ ６ を 吸 引 位 置 Ｐ ２ に 維 持 す る 。 術
者 が ボ タ ン 部 ３ ３ か ら 手 指 を 離 す と ， 移 動 体 １ ６ は 弾 性 部 材 ３ ５ の 付 勢 に よ り 吸 引 位 置 Ｐ
２ か ら 持 ち 上 げ ら れ る 。 栓 部 ４ １ が 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ に 挿 入 さ れ る と ， 先 端 部 側 吸 引 孔
２ １ が 閉 塞 さ れ ， 先 端 部 側 吸 引 路 ２ ４ か ら の 吸 引 が 停 止 さ れ る 。 そ し て ， 移 動 体 １ ６ が さ
ら に 上 昇 す る と ， リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ の 端 部 ４ ５ ａ が リ ー ク 孔 ２ ８ と 連 通 し は じ め て ， 外
気 の 流 入 が 再 開 さ れ る 。 こ の よ う に リ ー ク 孔 ２ ８ と リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ と の 連 通 が 始 ま る
と き ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ は 既 に 閉 じ ら れ て ， 先 端 部 側 吸 引 路 ２ ４ か ら の 吸 引 が 停 止 さ れ
て い る の で ， 吸 引 物 が リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ を 介 し て リ ー ク 孔 ２ ８ か ら 流 出 す る お そ れ は な
い 。 そ し て ， 筒 体 １ ５ の 下 面 に 鍔 部 ４ ２ が 当 接 す る と ， 移 動 体 １ ６ が 待 機 位 置 Ｐ １ （ 図 ２
） で 止 ま り ， リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ の 端 部 ４ ５ ａ と リ ー ク 孔 ２ ８ が 一 致 す る よ う に 連 通 し た
状 態 で 静 止 す る 。 こ う し て ， 吸 引 制 御 装 置 １ ０ が 再 び 待 機 状 態 に 戻 る よ う に な っ て い る 。
こ の よ う に ， ボ タ ン 部 ３ ３ を 押 し た り ， ボ タ ン 部 ３ ３ か ら 手 指 を 離 し た り す る だ け で ， 吸
引 制 御 装 置 １ ０ の 待 機 状 態 と 吸 引 状 態 と を 簡 単 に 切 り 替 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 か か る 吸 引 制 御 装 置 １ ０ に よ れ ば ， 移 動 体 １ ６ が 待 機 位 置 Ｐ １ と 吸 引 位 置 Ｐ ２ と の 間 に
配 置 さ れ る と き ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ を 閉 塞 す る と 共 に リ ー ク 孔 ２ ８ と リ ー ク 用 流 通 路 ４
５ と を 連 通 さ せ な い 構 成 と し た こ と に よ り ， 待 機 状 態 か ら 吸 引 状 態 に す る 際 ， 先 端 部 側 吸
引 孔 ２ １ を 開 い て 吸 引 側 吸 引 孔 ２ ６ と 連 通 さ せ る 前 に ， リ ー ク 孔 ２ ８ を リ ー ク 用 流 通 路 ４
５ と 連 通 し な い 状 態 に し て 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ 及 び 吸 引 側 吸 引 孔 ２ ６ か ら 遮 断 し ， 吸 引 側
吸 引 孔 ２ ６ を 外 気 と 連 通 し な い 状 態 に す る こ と が で き る 。 ま た ， 吸 引 状 態 か ら 待 機 状 態 に
す る 際 ， リ ー ク 孔 ２ ８ と リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ の 端 部 ４ ５ ａ を 連 通 さ せ る こ と に よ り 吸 引 側
吸 引 孔 ２ ６ を 外 気 と 連 通 さ せ る 前 に ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ を 閉 塞 し て 吸 引 側 吸 引 孔 ２ ６ と
連 通 し な い 状 態 に し て ， 先 端 部 側 吸 引 路 ２ ４ か ら の 吸 引 を 停 止 さ せ る こ と が で き る 。 即 ち
， リ ー ク 孔 ２ ８ を 介 し て 外 気 と 先 端 部 側 吸 引 孔 ２ １ と が 連 通 す る こ と は 無 く ， 先 端 部 側 吸
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引 孔 ２ １ か ら 流 入 し た 吸 引 物 が リ ー ク 孔 ２ ８ か ら 外 部 に 漏 れ る お そ れ が な い 。 従 っ て ， 術
者 や 被 験 者 に 吸 引 物 が 付 着 す る こ と な く ， 清 潔 な 状 態 で 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 筒 体 １ ５ は 操 作 部 ３ に 設 け ら れ た 取 付 穴 ８ に 対 し て 取 り 外 し が 可 能 な 構 成 と な っ て い る
の で ， 吸 引 制 御 装 置 １ ０ を 操 作 部 ３ か ら 外 し て 洗 浄 し ， 再 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た ，
吸 引 制 御 装 置 １ ０ を デ ィ ス ポ ー サ ブ ル 製 品 と し ， 使 用 済 み の 吸 引 制 御 装 置 １ ０ は 廃 棄 し て
， 未 使 用 の 吸 引 制 御 装 置 １ ０ に 交 換 す る よ う に し て も 良 い 。 こ の 場 合 ， よ り 衛 生 的 に 使 用
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 ， 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 の 一 例 を 示 し た が ， 本 発 明 は こ こ で 説 明 し た 形 態 に 限
定 さ れ な い 。 当 業 者 で あ れ ば ， 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の 範 疇 内 に お い て
各 種 の 変 更 例 ま た は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り ， そ れ ら に つ い て も 当 然 に 本
発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は ， 移 動 体 １ ６ の 内 部 に リ ー ク 用 流 通 路 ４ ５ を 設 け た 例 を 説 明 し た が ，
リ ー ク 用 流 通 路 の 形 態 は か か る も の に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 図 ５ に 示 す よ う に ， 移 動 体 １
６ の 内 部 で は な く ， 小 径 部 ３ ２ の 外 側 に リ ー ク 用 流 通 路 ６ ０ を 形 成 し て も 良 い 。 図 ５ に 示
す 第 ２ の 実 施 の 形 態 に か か る 吸 引 制 御 装 置 ５ ０ で は ， 移 動 体 １ ６ が 待 機 位 置 Ｐ １ に あ る と
き は ， 大 径 部 ３ １ が リ ー ク 孔 ２ ８ よ り 上 方 に 位 置 し ， リ ー ク 孔 ２ ８ が 開 口 さ れ て リ ー ク 用
流 通 路 ６ ０ と 連 通 す る 。 即 ち ， リ ー ク 用 流 通 路 ６ ０ を 介 し て リ ー ク 孔 ２ ８ と 吸 引 側 吸 引 孔
２ ６ と が 連 通 す る よ う に な っ て い る 。 一 方 ， 移 動 体 １ ６ が 待 機 位 置 Ｐ １ か ら 下 降 し て リ ー
ク 孔 ２ ８ が 大 径 部 ３ １ の 外 側 面 に よ っ て 閉 塞 さ れ る こ と に よ り ， リ ー ク 孔 ２ ８ と リ ー ク 用
流 通 路 ６ ０ と が 連 通 し な い 状 態 と な る 。 即 ち ， リ ー ク 孔 ２ ８ と 吸 引 側 吸 引 孔 ２ ６ を 連 通 さ
せ な い 状 態 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ は ， 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に か か る 吸 引 制 御 装 置 ７ ０ を 示 し て い る 。 図 ６ に 示
す 吸 引 制 御 装 置 ７ ０ は ， 筒 体 ７ １ と ， 筒 体 部 ７ １ の 上 部 を 支 持 す る 本 体 部 ７ ２ と ， 移 動 体
７ ３ と を 有 す る 。 筒 体 ７ １ の 内 部 に は ， 仕 切 部 ８ １ の 上 下 に 空 間 ８ ２ と 空 間 ８ ３ と が そ れ
ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 仕 切 部 ８ １ の 内 側 面 は 移 動 体 ７ ３ の 外 側 面 に 密 着 し て い る 。 先 端 部
側 吸 引 孔 ８ ５ と 吸 引 側 吸 引 孔 ８ ６ は ， 下 方 の 空 間 ８ ３ に お い て そ れ ぞ れ 筒 体 ７ １ の 内 側 面
と 下 端 部 と に 開 口 さ れ て い る 。 ま た ， 移 動 体 ７ ３ の 下 端 部 外 側 面 は ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ８ ５
の 下 方 に お い て 筒 体 ７ １ の 内 側 面 に 沿 っ て 密 着 し て い る 。 リ ー ク 孔 ８ ８ は ， 本 体 部 ７ ２ の
上 部 に 開 口 さ れ て お り ， 上 方 の 空 間 ８ ２ に 連 通 し て い る 。 移 動 体 ７ ３ の 内 部 に は ， 流 通 路
９ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ に お い て 実 線 で 示 す よ う に ， 移 動 体 ７ ３ が 待 機 位 置 Ｐ １ に あ る と き は ， 流 通 路 ９ １
の 一 端 部 ９ １ ａ は 上 方 の 空 間 ８ ２ に お い て 移 動 体 ７ ３ の 外 側 面 に 開 口 し て お り ， 流 通 路 ９
１ の 他 端 部 ９ １ ｂ は ， 下 方 の 空 間 ８ ３ に お い て 移 動 体 ７ ３ の 下 面 に 開 口 し て 吸 引 側 吸 引 孔
８ ６ に 連 通 し て い る 。 従 っ て ， 吸 引 側 吸 引 孔 ８ ６ は リ ー ク 孔 ８ ８ ， 空 間 ８ ２ 及 び 流 通 路 ９
１ を 介 し て 外 気 に 連 通 し た 状 態 に な っ て い る 。 外 気 は ， 吸 引 ポ ン プ の 吸 引 力 に よ り リ ー ク
孔 ８ ８ ， 空 間 ８ ２ ， 流 通 路 ９ １ 及 び 吸 引 側 吸 引 孔 ８ ６ を 通 っ て 吸 引 さ れ る 。 な お ， 先 端 部
側 吸 引 孔 ８ ５ と 吸 引 側 吸 引 孔 ８ ６ は ， 移 動 体 ７ ３ の 下 端 部 に よ っ て 遮 断 さ れ て い る の で ，
先 端 部 側 吸 引 孔 ８ ５ の 吸 引 は 停 止 さ れ て い る 。 ま た ， 空 間 ８ ３ は 仕 切 部 ８ １ に よ っ て 上 方
の 空 間 ８ ２ 及 び リ ー ク 孔 ８ ８ か ら 遮 断 さ れ て い る の で ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ８ ５ は 外 気 と 連 通
し て い な い 。 移 動 体 ７ ３ を 押 し て 待 機 位 置 Ｐ １ か ら 距 離 Ｌ １ だ け 下 降 さ せ る と ， 流 通 路 ９
１ の 端 部 ９ １ ａ が 仕 切 部 ８ １ に 沿 っ て 下 降 し ， 仕 切 部 ８ １ の 内 側 面 に よ っ て 閉 塞 さ れ ， 空
間 ８ ２ か ら 遮 断 さ れ る 。 従 っ て ， 吸 引 側 吸 引 孔 ８ ６ が リ ー ク 孔 ８ ８ と 連 通 し な い 状 態 に な
る 。 移 動 体 ７ ３ の 下 端 部 は ， 筒 体 ７ １ の 内 側 面 に 密 着 し た ま ま 下 降 す る 。 こ う し て ， 先 端
部 側 吸 引 孔 ８ ５ ， 吸 引 側 吸 引 孔 ８ ６ ， 及 び ， リ ー ク 孔 ８ ８ の 外 側 の 外 気 が ， 互 い に 連 通 し
な い 状 態 に な り ， リ ー ク 孔 ８ ８ か ら の 外 気 の 吸 引 が 停 止 さ れ る 。 さ ら に ， 移 動 体 ７ ３ を 待
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機 位 置 Ｐ １ か ら 距 離 Ｌ ２ だ け 下 降 さ せ 吸 引 位 置 Ｐ ２ に 移 動 さ せ る と ， 流 通 路 ９ １ の 端 部 ９
１ ａ が 下 方 の 空 間 ８ ３ に 移 動 し て ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ８ ５ と 吸 引 側 吸 引 孔 ８ ６ と が 下 方 の 空
間 ８ ３ 及 び 流 通 路 ９ １ を 介 し て 連 通 す る 。 従 っ て ， 吸 引 ポ ン プ の 吸 引 力 に よ り 先 端 部 側 吸
引 孔 ８ ５ ， 空 間 ８ ３ ， 流 通 路 ９ １ 及 び 吸 引 側 吸 引 孔 ８ ６ を 通 っ て 吸 引 物 が 吸 引 さ れ る 。 な
お ， 空 間 ８ ３ は 仕 切 部 ８ １ に よ っ て 上 方 の 空 間 ８ ２ 及 び リ ー ク 孔 ８ ８ か ら 遮 断 さ れ て い る
の で ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ８ ５ と 吸 引 側 吸 引 孔 ８ ６ は 外 気 と 連 通 し て い な い 。 移 動 体 ７ ３ か ら
手 指 を 離 す と ， 移 動 体 ７ ３ は 本 体 部 ７ ２ と 移 動 体 ７ ３ と の 間 に 備 え た 弾 性 部 材 ９ ２ の 弾 性
力 に よ り 付 勢 さ れ て 上 昇 す る 。 そ し て ， 流 通 路 ９ １ の 端 部 ９ １ ａ が 仕 切 部 ８ １ に よ っ て 閉
塞 さ れ て 吸 引 物 の 吸 引 が 停 止 さ れ ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ８ ５ ， 吸 引 側 吸 引 孔 ８ ６ 及 び 外 気 が 互
い に 連 通 し な い 状 態 を 経 て ， 待 機 位 置 Ｐ １ に 戻 り ， 外 気 の 吸 引 が 再 開 さ れ る 。 こ の よ う な
構 成 に し て も ， 本 発 明 を 好 適 に 実 施 す る こ と が で き ， 先 端 部 側 吸 引 孔 ８ ５ か ら 吸 引 さ れ た
吸 引 物 が 空 間 ８ ３ ， 流 通 路 ９ １ ， 空 間 ８ ２ 及 び リ ー ク 孔 ８ ８ を 介 し て 外 部 に 漏 れ る こ と を
防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ７ は ， 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に か か る 吸 引 制 御 装 置 １ ０ ０ を 示 し て い る 。 図 ７ に
示 す 吸 引 制 御 装 置 １ ０ ０ は ， 筒 体 １ ０ １ を 備 え た 本 体 部 １ ０ ２ と ， 移 動 体 １ ０ ３ と を 有 す
る 。 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ０ ５ と 吸 引 側 吸 引 孔 １ ０ ６ は ， そ れ ぞ れ 筒 体 １ ０ １ の 内 側 面 と 下 端
部 と に 開 口 さ れ て い る 。 移 動 体 １ ０ ３ は ， 本 体 部 １ ０ ２ 及 び 筒 体 １ ０ １ 内 に 通 し て 設 け ら
れ て お り ， 移 動 体 １ ０ ３ 下 部 の 外 側 面 は 筒 体 １ ０ １ の 内 側 面 に 沿 っ て 密 着 し て い る 。 移 動
体 １ ０ ３ の 内 部 に は ， 流 通 路 １ ０ ８ が 設 け ら れ て お り ， 移 動 体 １ ０ ３ の 外 側 面 に 開 口 さ れ
た 流 通 路 １ ０ ８ の 端 部 １ ０ ８ ａ ， １ ０ ８ ｂ ， 及 び ， 移 動 体 １ ０ ３ の 下 面 に 開 口 さ れ た 流 通
路 １ ０ ８ の 端 部 １ ０ ８ ｃ は ， 互 い に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ７ に お い て 実 線 で 示 す よ う に ， 移 動 体 ７ ３ が 待 機 位 置 Ｐ １ に あ る と き ， 流 通 路 １ ０ ８
の 端 部 １ ０ ８ ａ は 本 体 １ ０ ２ の 上 方 に 配 置 さ れ て 外 気 に 連 通 し て い る 。 端 部 １ ０ ８ ｂ は ，
筒 体 １ ０ １ の 内 側 面 に よ っ て 閉 塞 さ れ て い る 。 端 部 １ ０ ８ ｃ は ， 筒 体 １ ０ １ の 下 部 を 介 し
て 吸 引 側 吸 引 孔 １ ０ ６ に 連 通 し て い る 。 従 っ て ， 吸 引 側 吸 引 孔 １ ０ ６ は 流 通 路 １ ０ ８ を 介
し て 外 気 に 連 通 し て お り ， 端 部 １ ０ ８ ａ は 吸 引 力 を リ ー ク さ せ る リ ー ク 孔 と し て 機 能 し て
い る 。 外 気 は ， 吸 引 ポ ン プ の 吸 引 力 に よ り 流 通 路 １ ０ ８ 及 び 吸 引 側 吸 引 孔 １ ０ ６ を 通 っ て
吸 引 さ れ る 。 な お ， 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ０ ５ は 移 動 体 １ ０ ３ の 外 側 面 に よ っ て 閉 塞 さ れ て お
り ， 吸 引 側 吸 引 孔 １ ０ ６ ， 流 通 路 １ ０ ８ 及 び 外 気 と 連 通 し て い な い 。 移 動 体 １ ０ ３ を 待 機
位 置 Ｐ １ か ら 距 離 Ｌ １ だ け 下 降 さ せ る と ， 流 通 路 １ ０ ８ の 端 部 １ ０ ８ ａ が 本 体 部 １ ０ ２ の
内 側 面 に よ っ て 閉 塞 さ れ る 。 従 っ て ， 流 通 路 １ ０ ８ 及 び 吸 引 側 吸 引 孔 １ ０ ６ が 外 気 か ら 遮
断 さ れ ， 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ０ ５ ， 吸 引 側 吸 引 孔 １ ０ ６ 及 び 外 気 が 互 い に 連 通 し な い 状 態 に
な り ， 外 気 の 吸 引 が 停 止 さ れ る 。 さ ら に ， 移 動 体 １ ０ ３ を 待 機 位 置 Ｐ １ か ら 距 離 Ｌ ２ だ け
下 降 さ せ 吸 引 位 置 Ｐ ２ に 移 動 さ せ る と ， 流 通 路 １ ０ ８ の 端 部 １ ０ ８ ａ は 本 体 部 １ ０ ２ の 内
側 面 に よ っ て 閉 塞 さ れ た ま ま ， 端 部 １ ０ ８ ｂ が 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ０ ５ と 一 致 し て 連 通 す る
。 従 っ て ， 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ０ ５ ， 吸 引 側 吸 引 孔 １ ０ ６ ， 及 び 流 通 路 １ ０ ８ が 外 気 か ら 遮
断 さ れ た ま ま ， 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ０ ５ が 流 通 路 １ ０ ８ を 介 し て 吸 引 側 吸 引 孔 １ ０ ６ と 連 通
す る 。 そ し て ， 吸 引 ポ ン プ の 吸 引 力 に よ り 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ０ ５ ， 流 通 路 １ ０ ８ 及 び 吸 引
側 吸 引 孔 １ ０ ６ を 通 っ て 吸 引 物 が 吸 引 さ れ る 。 移 動 体 １ ０ ３ か ら 手 指 を 離 す と ， 移 動 体 １
０ ３ は 本 体 部 １ ０ ２ と 移 動 体 １ ０ ３ と の 間 に 備 え た 弾 性 部 材 １ １ ０ の 弾 性 力 に よ り 付 勢 さ
れ て 上 昇 す る 。 そ し て ， 流 通 路 １ ０ ８ の 端 部 １ ０ ８ ｂ が 筒 体 １ ０ １ の 内 側 面 に よ っ て 閉 塞
さ れ る こ と に よ り 吸 引 物 の 吸 引 が 停 止 さ れ ， 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ０ ５ ， 吸 引 側 吸 引 孔 １ ０ ６
及 び 外 気 が 互 い に 連 通 し な い 状 態 を 経 て ， 待 機 位 置 Ｐ １ に 戻 り ， 外 気 の 吸 引 が 再 開 さ れ る
。 こ の よ う に し て も ， 本 発 明 を 好 適 に 実 施 す る こ と が で き ， 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ０ ５ か ら 吸
引 さ れ た 吸 引 物 が 流 通 路 １ ０ ８ を 介 し て 外 部 に 漏 れ る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ８ は ， 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に か か る 吸 引 制 御 装 置 １ ２ ０ を 示 し て い る 。 吸 引 制
御 装 置 １ ２ ０ は ， 筒 体 １ ２ １ と 移 動 体 １ ２ ３ と を 備 え て い る 。 筒 体 １ ２ １ は 操 作 部 ３ に 開
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口 さ れ た 取 付 穴 ８ に 挿 入 さ れ て お り ， 取 付 穴 ８ に 対 し て 着 脱 自 在 に な っ て い る 。 筒 体 １ ２
１ の 下 端 部 に は ， 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ２ ４ が 開 口 さ れ て お り ， こ の 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ２ ４ を
開 閉 さ せ る 弁 部 １ ２ ５ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 弁 部 １ ２ ５ は ゴ ム 等 の 弾 性 材 に よ っ て 形 成
さ れ て い る 。 弁 部 １ ２ ５ の 中 央 部 に は ， ス リ ッ ト 状 の 開 閉 孔 １ ２ ５ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
移 動 体 １ ２ ３ は 開 閉 孔 １ ２ ５ ａ の 上 方 に 配 置 さ れ て い る 。 筒 体 １ ２ １ の 内 部 に お い て ， 移
動 体 １ ２ ３ の 外 側 面 と 筒 体 １ ２ １ の 内 側 面 と は 離 隔 し て お り ， 略 筒 状 の 空 間 １ ２ ６ が 形 成
さ れ て い る 。 ま た ， 筒 体 １ ２ １ に は 口 金 部 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 吸 引 側 吸 引 孔 １ ２ ８ は
， 筒 体 １ ２ １ の 内 側 面 に 開 口 し て ， 筒 状 空 間 １ ２ ６ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 移 動 体 １ ２ ３ の 上 端 部 に は ， 筒 体 １ ２ １ の 内 径 と ほ ぼ 同 じ 外 径 で 形 成 さ れ た 大 径 部 １ ３
２ が 形 成 さ れ て い る 。 大 径 部 １ ３ ２ の 上 端 部 に は ， 筒 体 １ ２ １ の 内 径 よ り 大 き な 外 径 で 形
成 さ れ た ボ タ ン 部 １ ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 大 径 部 １ ３ ２ よ り 下 方 に は ， 移 動 体 １ ２ ３ の
下 端 部 か ら 軸 方 向 （ 上 下 方 向 ） に 沿 っ て 連 通 溝 １ ３ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 連 通 溝 １ ３ ５ は
例 え ば 移 動 体 １ ２ ３ の 外 側 面 に ４ 個 設 け ら れ ， 移 動 体 １ ２ ３ の 断 面 が 例 え ば 略 十 字 形 状 に
な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 移 動 体 １ ２ ３ は ， 筒 体 １ ２ １ に 取 り 付 け ら れ た ゴ ム な ど の 弾 性 材 か ら な る カ バ ー １ ３ ７
に よ っ て 支 持 さ れ て お り ， 大 径 部 １ ３ ２ 及 び ボ タ ン 部 １ ３ ３ が 筒 体 １ ２ １ の 上 方 に 突 出 す
る よ う に 保 持 さ れ て い る 。 カ バ ー １ ３ ７ は 筒 状 に 形 成 さ れ ， 筒 体 １ ２ １ の 上 端 部 及 び 大 径
部 １ ３ ２ を 囲 む よ う に 備 え ら れ て い る 。 カ バ ー １ ３ ７ の 上 縁 部 は ， ボ タ ン 部 １ ３ ３ の 下 面
に 接 続 さ れ ， カ バ ー １ ３ ７ の 下 縁 部 は 筒 体 １ ２ １ の 外 側 面 に 接 続 さ れ て い る 。 カ バ ー １ ３
７ に は リ ー ク 孔 １ ３ ８ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ８ に 示 す 待 機 状 態 で は ， 移 動 体 １ ２ ３ は カ バ ー １ ３ ７ の 弾 性 力 に よ り 待 機 位 置 Ｐ １ に
保 持 さ れ て い る 。 移 動 体 １ ２ ３ の 下 端 部 は 開 閉 孔 １ ２ ５ ａ か ら 離 隔 し て お り ， 開 閉 孔 １ ２
５ ａ は 閉 塞 し て い る 。 従 っ て ， 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ２ ４ か ら の 吸 引 物 の 吸 引 は 停 止 さ れ て い
る 。 大 径 部 １ ３ ２ は 筒 体 １ ２ １ か ら 持 ち 上 げ ら れ て お り ， 筒 体 １ ２ １ の 上 端 が 開 口 さ れ て
い る 。 従 っ て ， 筒 状 空 間 １ ２ ６ は カ バ ー １ ３ ７ の 内 部 に 連 通 し て お り ， 吸 引 側 吸 引 孔 １ ２
８ は ， 筒 状 空 間 １ ２ ６ ， カ バ ー １ ３ ７ の 内 部 及 び リ ー ク 孔 １ ３ ８ を 介 し て 外 気 に 連 通 し て
い る 。 外 気 は ， 吸 引 ポ ン プ の 吸 引 力 に よ り リ ー ク 孔 １ ３ ８ ， カ バ ー １ ３ ７ の 内 部 ， 筒 状 空
間 １ ２ ６ 及 び 吸 引 側 吸 引 孔 １ ２ ８ を 通 っ て 吸 引 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 吸 引 を 行 う と き は ， カ バ ー １ ３ ７ の 弾 性 力 に 抗 し て ボ タ ン 部 １ ３ ３ を 押 し 下 げ る よ う に
す る 。 カ バ ー １ ３ ７ は ， カ バ ー １ ３ ７ の 上 端 と 下 端 と の 間 の 中 間 部 分 が 外 周 側 に 向 か っ て
突 出 す る よ う に 変 形 す る 。 移 動 体 １ ２ ３ を 待 機 位 置 Ｐ １ か ら 距 離 Ｌ １ だ け 下 降 さ せ る と ，
大 径 部 １ ３ ２ の 下 端 に よ っ て 筒 体 １ ２ １ の 上 端 が 閉 じ ら れ ， 筒 状 空 間 １ ２ ６ が カ バ ー １ ３
７ の 内 部 か ら 遮 断 さ れ る 。 従 っ て ， 吸 引 側 吸 引 孔 １ ２ ８ が カ バ ー １ ３ ７ の 内 部 ， リ ー ク 孔
１ ３ ８ 及 び 外 気 と 連 通 し な い 状 態 に な り ， 外 気 の 吸 引 が 停 止 さ れ る 。 ま た ， 移 動 体 １ ２ ３
の 下 端 部 は 未 だ 開 閉 孔 １ ２ ５ ａ か ら 離 隔 し た 位 置 に あ り ， 開 閉 孔 １ ２ ５ ａ は 開 口 さ れ て い
な い の で ， 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ２ ４ か ら の 吸 引 物 の 吸 引 も 停 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に ， 大 径 部 １ ３ ２ を 筒 体 １ ２ １ に 挿 入 さ せ な が ら ， 移 動 体 １ ２ ３ を 下 降 さ せ ， 移 動
体 １ ２ ３ の 下 端 部 を 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ２ ４ 内 で 下 降 さ せ る 。 移 動 体 １ ２ ３ の 下 端 を 開 閉 孔
１ ２ ５ ａ に 当 接 さ せ た ら ， 図 ９ に 示 す よ う に 弁 部 １ ２ ５ の 弾 性 力 に 抗 し て 開 閉 孔 １ ２ ５ ａ
を 押 し 広 げ る よ う に し て ， 移 動 体 １ ２ ３ の 下 端 部 を 開 閉 孔 １ ２ ５ ａ 内 に 押 し 入 れ る 。 そ し
て ， 移 動 体 １ ２ ３ を 待 機 位 置 Ｐ １ か ら 距 離 Ｌ ２ だ け 下 降 し た 吸 引 位 置 Ｐ ２ に 移 動 さ せ る 。
す る と ， 開 閉 孔 １ ２ ５ ａ と 移 動 体 １ ２ ３ の 連 通 溝 １ ３ ５ の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ ， 連 通 溝 １
３ ５ を 介 し て 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ２ ４ と 取 付 穴 ８ 内 の 空 間 Ａ （ 弁 部 １ ２ ５ と 取 付 穴 ８ の 下 端
部 と の 間 の 空 間 ） と が 連 通 す る 。 こ の よ う に し て ， 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ２ ４ が 空 間 Ａ 及 び 吸
引 管 ７ に 対 し て 開 口 さ れ る 。 従 っ て ， 吸 引 ポ ン プ の 吸 引 力 に よ り 吸 引 管 ７ ， 空 間 Ａ ， 開 閉
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孔 １ ２ ５ ａ ， 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ２ ４ ， 筒 状 空 間 １ ２ ６ 及 び 吸 引 側 吸 引 孔 １ ２ ８ を 通 っ て 吸
引 物 が 吸 引 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ボ タ ン 部 １ ３ ３ か ら 手 指 を 離 す と ， 移 動 体 １ ２ ３ は カ バ ー １ ３ ７ の 弾 性 力 に よ り 付 勢 さ
れ て 上 昇 す る 。 移 動 体 １ ２ ３ の 下 端 部 が 開 閉 孔 １ ２ ５ ａ か ら 離 隔 す る と ， 弁 部 １ ２ ５ の 弾
性 力 に よ り 開 閉 孔 １ ２ ５ ａ が 閉 塞 さ れ た 状 態 に 戻 る 。 従 っ て ， 先 端 部 側 吸 引 孔 １ ２ ４ が 空
間 Ａ 及 び 吸 引 管 ７ か ら 遮 断 さ れ て ， 吸 引 物 の 吸 引 が 停 止 さ れ る 。 こ う し て ， 開 閉 孔 １ ２ ５
ａ が 閉 塞 し ， 吸 引 側 吸 引 孔 １ ２ ８ が 外 気 に 連 通 し な い 状 態 を 経 て ， 大 径 部 １ ３ ２ が 筒 体 １
２ １ 上 端 か ら 抜 き 出 さ れ ， 移 動 体 １ ２ ３ が 待 機 位 置 Ｐ １ に 戻 り ， 外 気 の 吸 引 が 再 開 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 か か る 吸 引 制 御 装 置 １ ２ ０ に よ れ ば ， 待 機 状 態 か ら 吸 引 状 態 に す る 際 ， 開 閉 孔 １ ２ ５ ａ
を 開 口 さ せ る 前 に ， 筒 体 １ ２ １ の 上 端 を 閉 塞 し て 吸 引 側 吸 引 孔 １ ２ ８ を 外 気 と 連 通 し な い
状 態 に す る こ と が で き る 。 ま た ， 吸 引 状 態 か ら 待 機 状 態 に す る 際 ， 筒 体 １ ２ １ の 上 端 を 開
口 さ せ て 吸 引 側 吸 引 孔 １ ２ ８ を 外 気 と 連 通 さ せ る 前 に ， 開 閉 孔 １ ２ ５ ａ を 閉 塞 し て ， 吸 引
物 の 吸 引 を 停 止 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て ， 筒 状 空 間 １ ２ ６ 及 び カ バ ー １ ３ ７ の 内 部 を
介 し て 吸 引 物 が リ ー ク 孔 １ ３ ８ か ら 外 部 に 漏 れ る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お ， 吸 引 制 御 装 置 １ ２ ０ に お い て は ， カ バ ー １ ３ ７ に リ ー ク 孔 １ ３ ８ を 設 け ， 移 動 体
１ ２ ３ の 大 径 部 １ ３ ２ に よ っ て 筒 体 １ ２ １ 上 端 を 開 閉 す る こ と に よ り ， 吸 引 側 吸 引 孔 １ ２
８ を 外 気 と 連 通 さ せ る 状 態 と 連 通 さ せ な い 状 態 と を 切 り 替 え る 構 成 と し た が ， 吸 引 側 吸 引
孔 １ ２ ８ を 外 気 と 連 通 さ せ る 状 態 と 連 通 さ せ な い 状 態 と を 切 り 替 え る 構 成 は か か る も の に
限 定 さ れ な い 。 例 え ば ， 実 施 の 形 態 に 示 し た 吸 引 制 御 装 置 １ ０ （ 図 ２ 参 照 ） ， 又 は ， 第 ２
の 実 施 の 形 態 に 示 し た 吸 引 制 御 装 置 ５ ０ （ 図 ５ 参 照 ） と 同 様 に ， 筒 体 １ ２ １ に リ ー ク 孔 を
設 け ， 移 動 体 １ ２ ３ に リ ー ク 用 流 通 路 を 設 け た 構 成 と し ， 移 動 体 １ ２ ３ の 昇 降 に よ り ， リ
ー ク 孔 と リ ー ク 用 流 通 路 を 連 通 さ せ る 状 態 と 連 通 さ せ な い 状 態 と を 切 り 替 え る よ う に し て
も 良 い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 は ， 内 視 鏡 の 吸 引 を 制 御 す る 装 置 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 内 視 鏡 の 構 成 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 に か か る 吸 引 制 御 装 置 の 待 機 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 の 形 態 に か か る 吸 引 制 御 装 置 に お い て ， 移 動 体 を 待 機 位 置 と 吸 引 位 置 と の
間 に 配 置 さ せ た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 の 形 態 に か か る 吸 引 制 御 装 置 の 吸 引 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に か か る 吸 引 制 御 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に か か る 吸 引 制 御 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ４ の 実 施 の 形 態 に か か る 吸 引 制 御 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ５ の 実 施 の 形 態 に か か る 吸 引 制 御 装 置 の 待 機 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ５ の 実 施 の 形 態 に か か る 吸 引 制 御 装 置 の 吸 引 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 Ｐ １ 　 　 待 機 位 置
　 Ｐ ２ 　 　 吸 引 位 置
　 １ 　 　 　 内 視 鏡
　 ２ 　 　 　 挿 入 部
　 ３ 　 　 　 操 作 部
　 ８ 　 　 　 取 付 穴
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　 １ ０ 　 　 吸 引 制 御 装 置
　 １ ５ 　 　 筒 体
　 １ ６ 　 　 移 動 体
　 ２ １ 　 　 先 端 部 側 吸 引 孔
　 ２ ４ 　 　 先 端 部 側 吸 引 路
　 ２ ６ 　 　 吸 引 側 吸 引 孔
　 ２ ７ 　 　 吸 引 側 吸 引 路
　 ２ ８ 　 　 リ ー ク 孔
　 ４ ５ 　 　 リ ー ク 用 流 通 路

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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